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論文の内容の要旨
　統計的推測理論においては，未知の母数をもつ母集団分布からの標本に基づいて，その母数の推測方式の最適
性などについて論じられる。それに対して統計的予測論では未観測の確率変数を観測データに基づく予測方式に
ついて考える。その際，観測データが従う分布は未知の母数に依存するから，そのことも考慮しなければならな
い。そのため，最近では，Bayes的観点から母数の事前分布を予め与えて，それに関するBayesリスクを最小にす
る予測方式を考えることも多い。しかし，Bayes的方法を適用する際には事前分布の選択に関する問題が常に起き
る。
　本論文では，Bayes，非Bayesのそれぞれの観点から予測問題について考察し，さらに現実の問題に適用し，数
値的検討も行った。次に，離散型分布族のユつとして考えられる比較的一般的な分布族である一般超幾何分布族
について，そのすべての母数が大きくなるとき，正規分布で近似できることが知られている。そこで，本論文で
は従来のEdgeworth型近似式を改良し，数値的に比較検討してその精確性を確認した。
（I）離散指数型分布族における区聞予測。統計的推測における未知の母数に関する区間推定に対応させて，未観
　測の確率変数の区聞予測について考察した。区問推定の場合には未知母数の推定になるが，区間予測の場合に
　は未知の母数があるときに未観測の確率変数の予測になるので議論はより難しくなる。本論では，1母数離散
　指数型分布族において，その未知母数に対する完備十分統計量が存在することを用いて，未知母数に無関係に
　予測区問を構成する方法を提案した。特に，2項分布，ポアソン分布の場合に，離散分布であるため，与えら
　れた信頼係数を達成する予測区問を構成することができないので，Comis閉sher展開を用いて漸近的にその信
　頼係数を満たす予測区間すなわち漸近的に相似な予測区間を求めた。また，実際問題へ適用して，本論で提案
　した予測区聞の妥当性についても確認した。
（n）カイ分布の場合における非Bayes的，Bayes的予測区問。How1aderandHossaiη（！998）は気体分子の速度が
　従うとして知られているMaxwe11分布（自由度3のカイ分布）の場合にBayes的観点から予測問題を考えた。本
　論では，もっと一般に自由度κのカイ分布で尺度母数をもつ場合に，非Bayes，Bayesのそれぞれの観点から予
　測区間を求めた。なお，Bayesの場合には，いくつかの適切と考えられる事前分布を用いた。そして，それら
　の予測区間を被覆確率を用いて数値的に比較した結果，非Bayes予測区間がBayes予測区間よりも比較的良い
　ことが分かった。
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（皿）一般超幾何分布の近似。離散分布族の典型的なものの1つとして，一般超幾何分布族を考えた。この分布族
　はポアソン分布，2項分布，負の2項分布，超幾何分布，負の超幾何分布，対数級数分布などを含む一般的な
　分布族として知られている。この一般超幾何分布はすべての母数が大きくなるとき，正規分布で近似できるこ
　とが知られ，Takeuchi（ユ984）はEdgeworth型展開による近似式をStir1ingの公式を用いて導出した。しかし，
　この近似式の数値的評価を行うと必ずしも満足できるものではない。そこで，本論文においては，EdgeWO地型
　展開のある項を適当に修正することによって改良し，さらに一般超幾何分布の下側確率の近似式も求め，いろ
　いろな場合に数値的に比較して検討した。その結果，いずれの場合にもかなりの精度で精確であることが分かっ
　た。
（IV）予測密度のBayes推定。通常の推定論において母数の推定量に対応するものとして予測量があり，何らかの
　意味で最良な予測量を求めることができることもある。最近，Bayes的観点から未観測な確率変数の分布，す
　なわち予測分布についての研究が盛んに行われている。その場合に，損失関数として情報量を用いることが多
　く，適当な事前分布に関するBayesリスクを最小にする予測分布を求めることができる。本論では，まず
　CorcueraandGiummo1さ（1999）の結果から，Akahira（1996）が非正則推定論において提案した情報量を損失関
　数として，そのBayesリスクの下界を求めた。そして，正規分布と一様分布の場合に適用した。
審査の結果の要旨
　統計的予測論において，非Bayes的およびBayes的観点から漸近的に良い予測区問を構成する方法を提案し，従
来の方法による予測区間を含めて数値的評価を行った。また，離散型分布の典型である一般超幾何分布の近似の
大幅な改善を行った。これらは数理統計学の分野への理論的貢献と認められ，、そして実際問題への応用の面から
も有用であることとして高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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